
(57)【要約】

【課題】　ＥＧＲクーラ等に用いられる熱交換器におい

て、部品点数が少なく組立て容易であると共に、冷却水

が各部に均一に流通し、部分的に沸騰の生じないものの

提供。

【解決手段】　帯状金属板をつづら折りに折返し曲折し

、交互に偏平な第１流路２と第２流路４とを形成すると

共に、第１流路３の両端部をスリット閉塞体６で閉塞し

、冷却水10の出入口11の位置でスリット閉塞体６に近接

して突条3aを曲折形成し、夫々の突条3a間に隙間3cを形

成する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 帯 状 金 属 板 を つ づ ら 折 り に 折 返 し 曲 折 し て 、 そ の 折 返 し 端 縁 (1)(2)が 方 形 の 平 面 部 (1a)
の 一 方 瑞 と 他 方 端 と に 交 互 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 そ の 金 属 板 の 厚 み 方 向 に 交 互 に 偏 平 な 第
１ 流 路 (3) と 第 ２ 流 路 (4) と を 有 す る コ ア 本 体 (5) が 形 成 さ れ 、
　 そ の コ ア 本 体 (5) の 第 １ 流 路 (3) は 、 前 記 折 返 し 端 縁 (1) の 両 端 位 置 で 、 細 長 い 板 材 ま
た は 棒 材 か ら な る ス リ ッ ト 閉 塞 体 (6) で 閉 塞 さ れ て 、 一 方 の 側 部 の み に 偏 平 な 開 口 部 (3b)
が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 流 路 (4) に は フ ィ ン (7) が 介 装 さ れ て コ ア (8) を 構 成 し 、
  そ の コ ア 本 体 (5) の 外 周 を 筒 状 の ケ ー シ ン グ (9) で 被 嵌 し て 、 隣 接 す る 各 折 返 し 端 縁 (1
)(2)間 が 閉 塞 さ れ 、
　 前 記 第 １ 流 路 (3) の 前 記 開 口 部 (3b)側 に 対 向 す る 前 記 ケ ー シ ン グ (9) の 一 側 面 の 両 端 部
に 、 一 対 の 冷 却 水 (10)の 出 入 口 (11)が 形 成 さ れ 、
　 そ の 出 入 口 (11)に 対 向 す る 位 置 で 且 つ 、 前 記 ス リ ッ ト 閉 塞 体 (6) に 近 接 す る と 共 に そ れ
に 沿 っ て 、 前 記 第 １ 流 路 (3) 内 の 対 面 す る 平 面 に 夫 々 突 条 (3a)が 曲 折 形 成 さ れ 、 夫 々 の 突
条 (3a)間 に 隙 間 (3c)が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 冷 却 水 (10)が 前 記 出 入 口 (11)か ら 夫 々 の 第 １ 流 路 (3) に 導 か れ て 、 そ の 一 部 が 前 記
突 条 (3a)に 案 内 さ れ る と 共 に 、 対 向 す る 一 対 の 突 条 (3a)間 を 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 被 冷 却 流 体 (12)が 前 記 ケ ー シ ン グ (9) の 筒 状 の 一 方 の 開 口 (13)か ら 夫 々 の 第 ２ 流 路 (4) 
を 介 し て 、 他 方 の 開 口 (13)に 導 か れ る よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 突 条 (3a)間 の 隙 間 (3c)が そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、
　 突 条 (3a)の 長 手 方 向 中 間 部 の 隙 間 (3c)が 、 両 端 部 の そ れ よ り 大 き く 、 ま た は 小 さ く 形 成
さ れ た 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 対 向 す る 一 対 の 突 条 (3a)が 、 平 面 的 に 互 い に 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ た 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に お い て 、
　 突 条 (3a)の 少 な く と も 長 手 方 向 両 端 部 が 、 第 １ 流 路 (3) の 中 心 部 側 に 湾 曲 し た 熱 交 換 器
。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 突 条 (3a)の 幅 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る よ う に 形 成 さ れ た 熱 交 換 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 に 用 い ら れ る 熱 交 換 器 （ Ｅ Ｇ Ｒ ク ー ラ ） ， そ の
他 の 熱 交 換 器 に 適 用 で き る 構 造 の 簡 単 な 製 造 し 易 い も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の Ｅ Ｇ Ｒ ク ー ラ は 、 一 例 と し て 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 の 如 く 、 多 数 の 偏 平 な チ ュ
ー ブ ま た は 多 数 の プ レ ー ト と 、 多 数 の フ ィ ン お よ び ケ ー シ ン グ 並 び に ヘ ッ ダ の 組 立 体 か ら
な り 、 ケ ー シ ン グ 側 に 冷 却 水 を 流 通 す る と 共 に 、 各 偏 平 な チ ュ ー ブ 等 の 内 部 に 排 気 ガ ス を
流 通 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ０ ６ ９ ３ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の Ｅ Ｇ Ｒ ク ー ラ 等 の 熱 交 換 器 は 、 部 品 点 数 が 多 く そ の 組 立 て が 面 倒 で あ る と 共 に 、
各 部 品 の ろ う 付 け 部 分 が 多 く な り 、 ろ う 付 け 部 に 漏 れ を 生 じ が ち な 欠 点 が あ っ た 。 そ れ と
共 に 、 流 路 中 に 流 体 の 滞 留 部 が 生 じ て 部 分 的 に 冷 却 水 の 沸 騰 が 生 じ る お そ れ が あ っ た 。
　 そ れ を 防 止 す る た め 上 記 公 報 記 載 の 発 明 は 、 特 に 冷 却 水 の 入 口 部 の 下 流 位 置 で 、 チ ュ ー
ブ の 外 面 に 断 続 し た 一 対 の 閉 塞 突 条 を 設 け 、 入 口 パ イ プ か ら そ れ に 対 向 す る ケ ー シ ン グ に
冷 却 水 を 衝 突 さ せ 、 そ の 反 射 流 を 突 条 に 導 き 、 そ の 突 条 の 存 在 し な い 中 間 部 に 導 く よ う に
し て い た 。 こ の よ う な チ ュ ー ブ の 製 作 は 面 倒 で あ る と 共 に 、 冷 却 水 は チ ュ ー ブ 表 面 に 各 部
に 均 一 に は 流 れ な い 欠 点 が あ っ た 。
　 そ こ で 本 発 明 は 、 部 品 点 数 が 少 な く 組 立 て が 容 易 で 、 ろ う 付 け 部 が 少 な く 信 頼 性 が 高 い
と 共 に 、 冷 却 水 が 各 部 に 均 一 に 流 通 し 、 部 分 的 な 沸 騰 の 生 じ な い 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と
を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 帯 状 金 属 板 を つ づ ら 折 り に 折 返 し 曲 折 し て 、 そ の 折 返 し 端 縁
(1)(2)が 方 形 の 平 面 部 (1a)の 一 方 端 と 他 方 端 と に 交 互 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 そ の 金 属 板 の
厚 み 方 向 に 交 互 に 偏 平 な 第 １ 流 路 (3) と 第 ２ 流 路 (4) と を 有 す る コ ア 本 体 (5) が 形 成 さ れ
、
　 そ の コ ア 本 体 (5) の 第 １ 流 路 (3) は 、 前 記 折 返 し 端 縁 (1) の 両 端 位 置 で 、 細 長 い 板 材 ま
た は 棒 材 か ら な る ス リ ッ ト 閉 塞 体 (6) で 閉 塞 さ れ て 、 一 方 の 側 部 の み に 偏 平 な 開 口 部 (3b)
が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 流 路 (4) に は フ ィ ン (7) が 介 装 さ れ て コ ア (8) を 構 成 し 、
  そ の コ ア 本 体 (5) の 外 周 を 筒 状 の ケ ー シ ン グ (9) で 被 嵌 し て 、 隣 接 す る 各 折 返 し 端 縁 (1
)(2)間 が 閉 塞 さ れ 、
　 前 記 第 １ 流 路 (3) の 前 記 開 口 部 (3b)側 に 対 向 す る 前 記 ケ ー シ ン グ (9) の 一 側 面 の 両 端 部
に 、 一 対 の 冷 却 水 (10)の 出 入 口 (11)が 形 成 さ れ 、
　 そ の 出 入 口 (11)に 対 向 す る 位 置 で 且 つ 、 前 記 ス リ ッ ト 閉 塞 体 (6) に 近 接 す る と 共 に そ れ
に 沿 っ て 、 前 記 第 １ 流 路 (3) 内 の 対 面 す る 平 面 に 夫 々 突 条 (3a)が 曲 折 形 成 さ れ 、 夫 々 の 突
条 (3a)間 に 隙 間 (3c)が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 冷 却 水 (10)が 前 記 出 入 口 (11)か ら 夫 々 の 第 １ 流 路 (3) に 導 か れ て 、 そ の 一 部 が 前 記
突 条 (3a)に 案 内 さ れ る と 共 に 、 対 向 す る 一 対 の 突 条 (3a)間 を 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 被 冷 却 流 体 (12)が 前 記 ケ ー シ ン グ (9) の 筒 状 の 一 方 の 開 口 (13)か ら 夫 々 の 第 ２ 流 路 (4) 
を 介 し て 、 他 方 の 開 口 (13)に 導 か れ る よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 突 条 (3a)間 の 隙 間 (3c)が そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に お い て 、
　 突 条 (3a)の 長 手 方 向 中 間 部 の 隙 間 (3c)が 、 両 端 部 の そ れ よ り 大 き く 、 ま た は 小 さ く 形 成
さ れ た 熱 交 換 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、
　 対 向 す る 一 対 の 突 条 (3a)が 、 平 面 的 に 互 い に 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ た 熱 交 換 器 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に お い て 、
　 突 条 (3a)の 少 な く と も 長 手 方 向 両 端 部 が 、 第 １ 流 路 (3) の 中 心 部 側 に 湾 曲 し た 熱 交 換 器
で あ る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-207887 A 2006.8.10



【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 突 条 (3a)の 幅 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る よ う に 形 成 さ れ た 熱 交 換 器 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 熱 交 換 器 は 、 帯 状 金 属 板 を つ づ ら 折 り に 曲 折 形 成 し て な る コ ア 本 体 ５ と 、 ス リ
ッ ト 閉 塞 体 ６ お よ び フ ィ ン ７ と で コ ア ８ を 構 成 し 、 コ ア ８ の 外 周 を ケ ー シ ン グ ９ で 被 嵌 し
た も の で あ る か ら 、 部 品 点 数 が 少 な く 製 造 容 易 で 構 造 の 簡 単 な 熱 交 換 器 を 安 価 に 提 供 で き
る 。
　 し か も 、 接 続 部 分 が 少 な く な り 気 密 性 お よ び 液 密 性 が 向 上 す る と 共 に 、 コ ン パ ク ト で 性
能 の 良 い 熱 交 換 器 を 提 供 で き る 。 さ ら に 、 第 １ 流 路 ３ 内 の 出 入 口 に お い て 、 一 対 の 突 条 3a
が 形 成 さ れ て い る か ら 、 そ の 出 入 口 近 傍 に 冷 却 水 の 滞 留 部 が 生 じ る こ と を 防 止 で き か つ 、
そ の 一 対 の 突 条 3a間 に 隙 間 3cが 設 け ら れ て い る の で 、 そ の 隙 間 3cか ら も 冷 却 水 が 流 通 す る
た め 、 冷 却 水 が 各 部 を 均 一 に 流 通 し て 熱 交 換 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 突 条 3a間 の 隙 間 3cを そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ 、 各 種 条 件 に 対
応 し て 冷 却 水 の 均 一 な 流 れ を 微 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 突 条 3aの 長 手 方 向 の 中 央 部 の 隙 間 3cを 、 そ の 両 端 部 の そ れ よ り 大 き く し ま た は 、
小 さ く す る こ と に よ り 、 各 種 条 件 に 対 応 し て 冷 却 水 の 均 一 な 流 れ を 他 の 方 法 に よ り 微 調 整
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に は 、 対 向 す る 一 対 の 突 条 3aを 平 面 視 で 交 差 す る よ う に し 、 各 種 条 件 に 対 応 し て 冷
却 水 の 均 一 な 流 れ を さ ら に 他 の 方 法 に よ り 微 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 突 条 3aの 長 手 方 向 の 両 端 部 を 第 １ 流 路 の 中 心 部 側 に 湾 曲 さ せ 、 冷 却 水 の 円 滑 な 流
通 を 図 る こ と が で き る 。
　 或 い は 、 突 条 3aの 幅 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ 、 各 種 条 件 に 対 応 し て 冷 却 水 の 均 一 な
流 れ を 他 の 方 法 に よ り 微 調 整 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 熱 交 換 器 の 要 部 分 解 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は そ の 組 立 て 状 態 の 断 面 図 、 図
３ は 同 熱 交 換 器 の 全 体 の 分 解 斜 視 図 、 図 ４ は そ の 組 立 状 態 の 斜 視 図 、 図 ５ は 図 ２ の Ｖ － Ｖ
矢 視 断 面 要 部 略 図 、 図 ６ は 同 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 熱 交 換 器 は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 コ ア 本 体 ５ と 多 数 の フ ィ ン ７ と ケ ー シ ン グ ９ と 一 対
の ヘ ッ ダ 16， 17並 び に 一 対 の ス リ ッ ト 閉 塞 体 ６ と を 有 す る 。
　 コ ア 本 体 ５ は 、 図 １ に 示 す 如 く 帯 状 金 属 板 を つ づ ら 折 り に 折 返 し 曲 折 し て 、 そ の 折 返 し
端 縁 １ ， ２ が 、 方 形 の 平 面 部 1aの 一 方 端 と 他 方 端 に 交 互 に 形 成 さ れ た も の で あ り 、 そ の 金
属 板 の 厚 み 方 向 に 交 互 に 偏 平 な 第 １ 流 路 ３ と 第 ２ 流 路 ４ と を 有 す る 。 こ の 例 で は 、 第 １ 流
路 ３ の 空 間 が 第 ２ 流 路 ４ の そ れ よ り も 小 に 形 成 さ れ て い る 。 も ち ろ ん 、 両 者 の 空 間 を 同 一
ま た は 逆 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 帯 状 金 属 板 に は デ ィ ン プ ル 29が 第 １ 流 路 ３ 側 に 多 数 突 設 さ れ て い る 。 こ の 例 で は
対 向 す る デ ィ ン ブ ル 29が そ の 先 端 で 互 い に 接 触 し て 、 第 １ 流 路 ３ の 空 間 を 一 定 に 保 持 し て
い る 。 そ れ ら 各 第 １ 流 路 ３ に は 、 折 返 し 端 縁 １ の 両 端 位 置 に 夫 々 ス リ ッ ト 閉 塞 体 ６ の 各 櫛
歯 6bが 嵌 着 さ れ 、 そ の 嵌 着 部 が 一 体 に ろ う 付 け 固 定 さ れ る 。
　 さ ら に 、 そ の ス リ ッ ト 閉 塞 体 ６ に 近 接 し 、 そ れ に 平 行 に 突 条 3aが 第 １ 流 路 ３ 内 に 一 対 突
出 し て い る 。 こ の 突 条 3aは 図 ５ ， 図 ６ の 如 く 、 互 い に 対 向 し 、 そ の 突 条 3a間 に 隙 間 3cが 形
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成 さ れ て い る 。 こ の 突 条 は 各 第 １ 流 路 ３ の 全 て に 設 け ら れ て い る と 共 に 、 図 ３ に 示 す 如 く
、 各 第 １ 流 路 ３ の 長 手 方 向 の 両 端 部 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 突 条 3aの 長 さ は コ ア 本 体 ５ の 幅 よ り 短 く 形 成 さ れ 、 そ の コ ア 本 体 ５ の 幅 方 向 の 中 間
位 置 に 突 条 3aが 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に こ の 突 条 3aは 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 冷 却 水 10の 出 入
口 11に 対 向 し た 位 置 に あ る 。
　 そ し て 、 出 入 口 10か ら 流 入 し た 冷 却 水 10が こ の 突 条 3aに 導 か れ て 、 そ れ が 折 返 し 端 縁 １
近 傍 ま で に 達 す る よ う に し て い る 。 そ れ と 共 に 、 図 ５ に 示 す ご と く 、 対 向 す る 突 条 3aの 間
の 隙 間 3cを と お り 、 冷 却 水 10が 突 条 3aの 各 部 を そ の 幅 方 向 に も 矢 印 （ 図 ２ ） の ご と く 流 通
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 冷 却 水 10の 滞 留 部 が 無 く な る と 共 に 、 第 １ 流 路 ３
内 の 各 部 を 均 一 に 流 通 し 、 冷 却 水 10の 沸 騰 部 を 無 く し て い る 。 同 様 な 作 用 は 、 冷 却 水 10の
出 口 側 で も 行 わ れ て い る 。
　 ス リ ッ ト 閉 塞 体 ６ は 、 こ の 例 で は 櫛 状 部 材 6aか ら な る 。 そ の 櫛 状 部 材 6aは 、 歯 元 6cが 櫛
歯 6bに 対 し て 直 交 す る （ 図 １ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 各 第 ２ 流 路 ４ に は 図 １ に 示 す 如 く 、 フ ィ ン ７ が 介 装 さ れ る 。 な お 、 図 １ で は フ ィ
ン ７ を 見 易 く す る た め に 、 最 上 位 置 の 第 １ 流 路 ３ を 上 方 に 持 ち 上 げ た 状 態 で 図 示 し て い る
が 、 実 際 に は 最 上 位 置 の 第 １ 流 路 ３ の 下 面 側 が 最 上 段 の フ ィ ン ７ に 接 触 す る 。 こ の フ ィ ン
７ は 、 金 属 板 を 横 断 面 方 向 に 波 形 に 曲 折 す る と 共 に 、 そ の 稜 線 お よ び 谷 部 の 長 手 方 向 に も
曲 折 し 、 第 ２ 流 路 ４ 内 を 流 通 す る 流 体 の 攪 拌 効 果 を 高 め て い る 。
　 こ の よ う な コ ア 本 体 ５ と ス リ ッ ト 閉 塞 体 ６ と フ ィ ン ７ と の 組 立 体 に よ っ て 、 コ ア ８ を 構
成 す る 。 ま た 、 上 記 の フ ィ ン ７ の 代 わ り に 、 図 示 し な い ス リ ッ ト フ ィ ン や オ フ セ ッ ト フ ィ
ン あ る い は ル ー バ フ ィ ン を 第 ２ 流 路 ４ に 挿 入 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 こ の よ う な コ ア ８ の 外 周 を 被 嵌 す る ケ ー シ ン グ ９ は 、 コ ア ８ の 長 さ よ り も 長 い 断
面 方 形 の 筒 状 に 形 成 さ れ 、 コ ア ８ の 両 端 の 外 側 に 一 対 の ヘ ッ ダ 部 31（ 図 ２ 参 照 ） を 有 す る
。 こ の ケ ー シ ン グ ９ は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 如 く 、 こ の 例 で は 溝 状 材 9aと 溝 蓋 材 9bと か
ら な る 。
　 溝 状 材 9aは 、 そ の 内 周 面 が コ ア 本 体 ５ の 上 下 両 面 お よ び 一 側 に 接 触 し 、 コ ア 本 体 ５ の 隣
接 す る 折 返 し 端 縁 １ 間 を 閉 塞 す る 。 溝 蓋 材 9bは 、 溝 状 材 9aの 開 口 側 を 閉 塞 す る と 共 に 、 コ
ア 本 体 ５ の 他 側 を 閉 塞 し 且 つ 、 隣 接 す る 折 返 し 端 縁 ２ 間 の 開 口 部 3bを 閉 塞 す る 。 溝 状 材 9a
は 高 耐 熱 耐 蝕 性 の ニ ッ ケ ル 鋼 や ス テ ン レ ス 鋼 そ の 他 か ら な り 、 内 面 に 流 通 す る 被 冷 却 流 体
12と し て の 高 温 排 ガ ス か ら の 損 傷 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 溝 蓋 材 9bは そ の 内 面 に 冷 却 水 10が 流 通 す る も の で あ る か ら 、 溝 状 材 9aよ
り 耐 熱 耐 蝕 性 が 劣 る も の で も よ い 。 一 般 的 に 耐 熱 耐 蝕 性 の 劣 る ス テ ン レ ス 鋼 板 は 成 形 性 が
高 耐 熱 耐 蝕 材 料 の も の よ り 良 い と 共 に 、 材 料 が 安 価 で あ る 。 こ の 例 で は 、 溝 蓋 材 9bは 図 ３
に 示 す 如 く 、 そ の 両 端 位 置 の 外 面 側 に 一 対 の 小 タ ン ク 部 28が プ レ ス 加 工 に よ り 突 設 形 成 さ
れ 、 そ こ に 出 入 口 11が 夫 々 開 口 す る と 共 に 、 そ の 出 入 口 11に パ イ プ 26が 接 続 さ れ て い る 。
耐 熱 耐 蝕 性 の あ る 程 度 劣 る ス テ ン レ ス 鋼 板 を 用 い れ ば 、 こ の よ う な 小 タ ン ク 部 28の 加 工 が
容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 溝 状 材 9aの 両 側 壁 の 先 端 縁 は 、 コ ア 本 体 ５ の 上 下 両 端 に 折 り 返 し 形 成 さ れ た 嵌 着
縁 部 15（ 図 １ ） に 嵌 着 す る 。 そ し て 、 そ の 嵌 着 縁 部 15の 外 面 側 に 溝 蓋 材 9bの 上 下 両 端 の Ｌ
字 状 部 が 被 嵌 さ れ る 。
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 溝 蓋 材 9bと 溝 状 材 9aと コ ア 本 体 ５ と の 各 接 続 部 の ろ う 付 け
の 信 頼 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 ケ ー シ ン グ ９ の 長 手 方 向 両 端 部 の ヘ ッ ダ 部 31の 開 口 端 は 、 一 対 の 高 耐 熱 耐 蝕 性 材
料 よ り な る ヘ ッ ダ 端 蓋 16， 17で 閉 塞 さ れ 、 さ ら に そ の 外 側 に フ ラ ン ジ 25が 嵌 着 さ れ る 。 ヘ
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ッ ダ 端 蓋 16， 17は 、 こ の 例 で は 外 側 に 鍋 型 に 膨 出 さ れ 、 そ の 中 心 部 に 被 冷 却 流 体 12の 出 入
口 が 開 口 す る 。 さ ら に 各 ヘ ッ ダ 端 蓋 16， 17の 一 側 に は 延 長 部 16a,17a が 一 体 に 延 在 し 、 そ
の 延 長 部 16a,17a が 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 溝 蓋 材 9bの 両 端 部 （ 一 方 側 は 省 略 ） の 内 面 を 覆 う
。
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 の 各 接 触 部 間 に は ろ う 材 が 被 覆 ま た は 配 置 さ れ 、 図 ２ ， 図 ４ の 組 立
状 態 で 全 体 が 一 体 に 高 温 の 炉 内 で ろ う 付 け 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 作 用 ）
　 そ し て 図 ２ ， 図 ４ に 示 す 如 く 、 第 １ 流 路 ３ 側 に 冷 却 水 10が 供 給 さ れ 、 第 ２ 流 路 ４ 側 に 被
冷 却 流 体 12が 供 給 さ れ る 。
　 そ の 冷 却 水 10は 、 ケ ー シ ン グ ９ の 一 側 に 突 設 さ れ た 一 方 の パ イ プ 26、 小 タ ン ク 部 28を 介
し 各 第 １ 流 路 ３ に 図 ２ の 如 く 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 小 タ ン ク 部 28に 対 向 す る 位 置 に 上 下
一 対 の 突 条 3aが 第 １ 流 路 ３ 内 に 突 設 さ れ て い る た め 、 冷 却 水 10は そ の 突 条 3aに 案 内 さ れ て
、 突 条 3aと 櫛 歯 6bと の 間 を 流 通 し 、 そ れ が 折 返 し 端 縁 １ 近 傍 ま で 達 す る 。 し か も 、 突 条 3a
と 櫛 歯 6bと の 間 を 流 通 す る 冷 却 水 10は 、 そ の 一 部 が 上 下 一 対 の 突 条 3a間 の 隙 間 3cを 通 過 し
て 矢 印 の 如 く 、 第 １ 流 路 ３ の 幅 方 向 各 部 で 均 等 に 流 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 厳 密 に 第 １ 流 路 ３ の 幅 方 向 各 部 で 均 等 に 流 通 さ せ る に は 、 冷 却 水 10の 流 通 実 験 に
よ り 緒 条 件 を 決 定 す れ ば よ い 。 そ し て 求 め た 最 適 な 突 条 3aの 形 状 お よ び 各 突 条 3a間 の 隙 間
3cの 高 さ を 採 用 す れ ば よ い 。 突 条 3aの 平 面 視 の 形 状 は 、 一 例 と し て 図 ７ の （ Ａ ～ Ｄ ） の 何
れ か を 採 用 で き る 。 （ Ａ ） は 突 条 3aの 両 端 部 が へ の 字 状 に 曲 折 し た も の で あ り 、 （ Ｂ ） は
突 条 3aの 両 端 部 が 湾 曲 し た も の で あ る 。 ま た （ Ｃ ） は 突 条 3aが 全 体 と し て 弓 な り に 曲 折 形
成 さ れ 、 （ Ｄ ） は 突 条 3aの 幅 が 各 部 で 異 な る も の で あ る 。
　 さ ら に は 、 図 ８ （ Ａ ） の 如 く 、 上 下 一 対 の 突 条 3aを 平 面 視 で 、 互 い に 交 差 す る よ う に 構
成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 金 属 板 に は 予 め （ Ｂ ） の 如 く 、 突 条 3aを 展 開 状 態 で ハ の 字 状 に
形 成 し 、 そ れ を 折 返 し 端 縁 １ ， ２ の 位 置 で つ づ ら 折 り に 形 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 図 ８ （ Ａ ） で は 、 ス リ ッ ト 閉 塞 体 ６ の 各 櫛 歯 6bの 先 端 部 を 湾 曲 し 、 冷 却 水 10を そ
れ に 沿 っ て 円 滑 に 流 通 さ せ て い る 。 そ れ に よ り さ ら に 、 冷 却 水 10の 滞 留 を 有 効 に 無 く す こ
と が で き る 。
　 各 第 １ 流 路 ３ を 長 手 方 向 に 流 通 し た 冷 却 水 10は 、 他 方 の パ イ プ 26に 向 か い 、 そ こ か ら 外
部 に 流 出 す る 。 こ の と き 、 出 口 側 に も 上 下 一 対 の 突 条 3aが 存 在 し 、 そ れ に 冷 却 水 10が 案 内
さ れ て 、 滞 留 部 を 生 じ る こ と な く 円 滑 に 流 通 す る 。
　 次 に 、 一 例 と し て 高 温 排 ガ ス よ り な る 被 冷 却 流 体 12は ヘ ッ ダ 端 蓋 16の 開 口 か ら ケ ー シ ン
グ ９ の 開 口 13を 介 し て 各 第 ２ 流 路 ４ に 供 給 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 熱 交 換 器 の コ ア 部 の 要 部 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 熱 交 換 器 の 組 立 て 状 態 の 要 部 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 熱 交 換 器 全 体 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 同 熱 交 換 器 の 組 立 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｖ － Ｖ 矢 視 断 面 略 図 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 ６ 】 同 断 面 の 斜 視 略 図 。
【 図 ７ 】 熱 交 換 器 の 突 条 3aの 各 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ８ 】 同 突 条 3aの 他 の 例 の 平 面 図 お よ び 、 そ の 製 造 工 程 説 明 図 。
【 図 ９ 】 同 突 条 3a間 の 隙 間 3cの 各 種 の 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ， ２ 　 折 返 し 端 縁
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　 1a　 平 面 部
　 ３ 　 第 １ 流 路
　 3a　 突 条
　 3b　 開 口 部
　 3c　 隙 間
　 ４ 　 第 ２ 流 路
　 ５ 　 コ ア 本 体
　 ６ 　 ス リ ッ ト 閉 塞 体
　 6a　 櫛 状 部 材
　 6b　 櫛 歯
　 6c　 歯 元
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ７ 　 フ ィ ン
　 ８ 　 コ ア
　 ９ 　 ケ ー シ ン グ
　 9a　 溝 状 材
　 9b　 溝 蓋 材
　 lO　 冷 却 水
　 ll　 出 入 口
　 12　 被 冷 却 流 体
　 13　 開 口
　 14　 付 根
　 15　 嵌 着 縁 部
　 16， 17　 ヘ ッ ダ 端 蓋
　 16a,17a   延 長 部
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 25　 フ ラ ン ジ
  26　 パ イ プ
　 27　 リ ブ
　 28　 小 タ ン ク 部
　 29　 デ ィ ン プ ル
　 31　 ヘ ッ ダ 部
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